
ふるさとの光 発見プロジェクトの
詳細はこちら

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
で
、
１
４
０
０
年
代
に
創
建
さ
れ
た
。
幼

い
頃
か
ら
わ
が
家
の
菩ぼ

提だ
い

寺
と
し
て
親
し
ん
で
き
た
。
山
城
を
ほ
う

ふ
つ
さ
せ
る
そ
の
石
垣
と
手
前
に
は
池
を
た
た
え
荘
厳
で
あ
る
。
幼

心
よ
り
「
美
し
い
」
と
言
う
よ
り
は
「
怖
い
」
「
物
の
怪け

」
と
言
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
れ
こ
そ
が
谷
崎
潤
一
郎
が
著
す

「
陰

い
ん

翳
え
い

礼
ら
い

讃
さ
ん

」
の
世
界
で
あ
り
、
小
泉
八
雲

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

ー
ン

が
愛
す
る
「
日
本
の
美
」
だ
と
感
じ
て
い
る
。

神
子
畑
か
ら
新
井
を
経
由
し
て
生

野
に
延
び
る
。
１
８
８
５

明
治

年
、
生
野
―
神
子
畑
間
の
鉱
石
運
搬

専
用
道
路
が
開
通
。
馬
車
道
と
し
て

現
在
の
播
但
線
の
脇
を
通
っ
て
い

る
。
僕
は
馬
車
を
さ
す
が
に
見
た
こ

と
が
な
く
、想
像
し
か
な
い
。
当
時
、

鉄
道
は
イ
ギ
リ
ス
、
土
木
・
道
路
は

フ
ラ
ン
ス
の
技
術
。
特
に
フ
ラ
ン
ス

は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
騎
兵
と
砲
術
、
大

砲
な
ど
の
兵
た
ん
移
動
の
要
と
な
る

道
路
構
築
技
術
は
抜
き
ん
で
て
お

り
、
世
界
最
新
の
道
路
だ
っ
た
と
断

言
で
き
る
。

神戸新聞社をはじめ西日本の６地方新聞社が連携し、地域の資源を

「ふるさとの光」と位置付け、魅力を発掘し発信する「ふるさとの光」

発見プロジェクト。第２弾は兵庫県朝来市が窑台です。特急はまかぜ、

特急こうのとりが停車するＪＲ和田山駅のある同市。映像作家・写真

家の藤原次郎さん、冨士発條代表取締役社長の藤井啓さん、ひょうご

観光本部事業推進部長の安東明美さん、芸術文化観光専門職大学の瀧

口凛々子さんが独自の視点で「ふるさとの光」を選定しました。今回

は藤原さんが撮影した写真で紹介します。

朝来市

僕が生を受けた旧東河村宮集落

の西にある宮山に鎮座する刀
と

我
が

石
いし

部
べ

神社。毎年 月、宮神楽の奉納

があり、その年の新生児が仲間入

りのお披露目をする。僕も今から

年前、1955年にそこでお披露目

された。

僕はここ生野にある県立生野高校に通っ

た。高校は町はずれにあるので、町並みに触

れることはあまりなかった。後年、生野まち

づくり工房「井筒屋」再生の映像制作の依頼

を受け、この町をじっくり撮ることができた。

古くからある山沿いの寺院群、そして明治時

代の歴史的建造物。「ヘリテージ」の意味、

意義を実感できる。

1960年代、幼い頃はまだ高速道路もバイパスもなく、一般道で

祖母が住む神戸へ父の運転する車で行った。竹田の町に入ると、

途中で道が大きく曲がっていることが気になっていた。戦国時代、

侵入する敵がまっすぐ突入できないようにするものと父は話して

いた 寺町かいわいが特に好きだ 寺の白い塀と山門 そして水

路、浮世絵に出てきそうな松。

母に連れられて神戸の祖母宅に行くときは、播但

線を利用した。和田山から姫路までは蒸気機関車け

ん引の鈍行列車、今は伝説となった峠越えトンネル

内の「窓閉めの儀式」、２時間かけ姫路に着くと、

当時デビューしたてのピカピカの山陽電車のステン

レスカーに乗り換え、窓の外にはモノレールが走る

未来都市が広がっていた。地中海のような明るい瀬

戸内海を見ながら神戸に向かった。

（写真は竹田城跡）

【【主 催主 催】「ふるさとの光」発見プロジェクト実行委員会】「ふるさとの光」発見プロジェクト実行委員会

（構成＝北國新聞社、福井新聞社、京都新聞、（構成＝北國新聞社、福井新聞社、京都新聞、

神戸新聞社、山陽新聞社、中国新聞社）神戸新聞社、山陽新聞社、中国新聞社）

【【特別特別協賛協賛】ＪＲ西日本】ＪＲ西日本

【【協 力協 力】朝来市】朝来市

Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
ЬЮ ЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪ Э

Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь
Ь

ЫЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪЪ

ふ
じ
わ
ら
・
じ
ろ
う

１
９
５
５
年

生
ま
れ
。
朝
来
市
和
田
山
町
出
身
。
生

野
高
校
、
大
阪
芸
術
大
学
映
像
計
画
学

科
卒
業
。
大
阪
の
ビ
デ
オ
制
作
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
、
建
築
写
真
会
社
を
経
て
、

２
０
１
１
年
に
映
像
作
家
と
し
て
独

立
。
日
本
の
芸
術
的
表
現
の
一
つ
で
あ

る
「
陰
影
」
を
た
く
み
に
表
現
し
、
自

然
、
造
形
美
、
生
物
・
人
間
の
営
み
を

感
動
的
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
数
多
く

の
国
内
外
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
歴
が
あ

る
。
現
在
、
妻
の
故
郷
で
も
あ
る
大
分

県
に
移
住
し
創
作
活
動
を
続
け
る
。
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映像作家・写真家

藤原 次郎さん

年（令和７年） 月 日   土曜日年（令和７年） 月 日   土曜日


